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稲
田
浩
二
・
大
島
建
彦
・
川
端
豊
彦
編

福
田
晃
ゞ
・
三
原
幸
久

「
日
本
昔
話
事
典
」

五
人
の
編
集
者
と
一
七
八
名
の
執
筆
者
に
よ
る
、
五
年
間
に
及
ぶ
（
五
人

の
編
集
者
が
構
想
を
練
り
初
め
て
以
降
七
年
に
な
る
と
い
う
。
執
筆
に
入
っ

た
段
階
で
刊
行
予
定
の
出
版
社
の
倒
産
が
あ
り
、
若
干
の
空
白
が
生
ず
る
と

い
う
苦
難
の
経
緯
も
あ
っ
た
）
事
業
が
遂
に
完
成
し
、
Ａ
五
判
、
一
二
○
○

頁
、
約
二
○
○
○
項
目
を
収
め
た
彪
大
な
専
門
事
典
「
日
本
昔
話
事
典
」
（
弘

文
堂
、
八
八
○
○
円
）
が
五
二
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
の
項
目
配
列
は
五
十
音
図
に
従
っ
て
い
る
が
、
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た

「
項
目
分
類
目
次
」
に
よ
り
、
編
集
者
の
意
図
、
本
書
の
組
織
の
全
貌
は
窺

え
る
。
そ
の
「
項
目
分
類
目
次
」
と
所
収
項
目
数
を
紹
介
す
る
。

総
論
：
．
．
：
…
・
…
…
・
・
：
。
：
…
…
…
…
・
一
七
一
項
目

伝
承
・
伝
播
・
…
…
：
・
・
…
…
…
…
・
…
。
：
一
○
三
項
目

話
型
・
…
：
…
…
・
…
…
…
：
。
…
…
…
：
六
六
○
項
目

昔
話
の
形
式
な
ど
。
…
：
．
…
…
…
：
．
…
：
…
五
六
項
目

モ
チ
ー
フ
：
。
：
。
…
…
・
…
：
…
…
・
…
・
…
…
・
四
三
項
目

要
素
（
人
倫
・
動
物
・
植
物
・
食
物
・

書
評

書
評

岩
瀬

博

家
屋
・
道
具
・
そ
の
他
）
．
：
：
。
…
…
一
四
七
項
目

世
間
話
…
：
。
：
：
：
・
・
・
：
：
：
．
…
．
：
．
．
…
・
…
：
六
七
項
目

伝
説
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
・
二
一
○
項
目

神
話
。
：
．
：
：
：
・
・
：
：
．
…
：
：
：
：
。
…
…
…
五
四
項
目

語
り
物
：
。
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
二
一
項
目

民
謡
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
・
・
一
八
項
目

こ
と
わ
ざ
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
・
・
三
九
項
目

文
献
記
録
（
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
）

…
…
：
．
…
…
…
…
。
：
…
二
四
項
目

地
方
別
研
究
：
：
…
…
・
・
：
…
・
…
・
…
．
：
：
…
六
六
項
目

外
国
の
昔
話
（
地
域
別
昔
話
概
説
・
研
究
者
・

文
献
記
録
・
定
期
刊
行
物
・
主
要
話
型
）

…
…
：
…
：
…
：
…
…
…
二
一
七
項
目

本
書
は
日
本
で
最
初
の
昔
話
事
典
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
質
量
と
も
に

充
実
し
て
お
り
、
昔
話
の
研
究
者
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
に
、

広
く
口
承
文
芸
に
関
す
る
知
識
を
啓
き
、
日
本
の
昔
話
研
究
の
最
先
端
を
紹

介
す
る
、
極
め
て
有
意
義
な
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
書
の
優
れ

た
特
徴
を
指
摘
す
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
こ
こ
で
は
編
集
者
た
ち

の
意
図
が
見
事
に
実
現
し
て
い
る
二
、
三
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
紹
介
し

て
み
た
い
。

、
、

一
つ
は
、
本
書
が
「
日
本
昔
話
事
典
」
と
称
し
な
が
ら
、
国
際
的
視
野
の

も
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
外
国
の
昔
話
の
項
目
に
全
体
の
一
割

を
越
え
る
一
二
七
項
目
が
採
用
さ
れ
、
世
界
の
四
九
地
域
の
昔
話
の
概
説
、

六
九



は
類
似
の
話
型
の
国
際
分
布
状
況
は
、
そ
の
話
型
の
ル
ー
ツ
と
伝
播
の
謎
の

解
明
を
、
古
く
て
永
遠
に
新
し
い
テ
ー
マ
と
し
て
我
凌
に
与
え
て
く
れ
る
。

地
理
的
に
、
世
界
の
極
東
に
あ
っ
て
、
文
化
の
吹
き
だ
ま
り
的
位
置
に
あ
る

日
本
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
六
六
○
項
目
に
わ
た
る
話
型
の
解
説

プ
ロ
ッ
ト

は
筋
の
紹
介
、
亜
型
の
問
題
、
国
内
の
分
布
状
態
、
伝
播
の
問
題
な
ど
の

精
密
な
記
述
に
重
ね
て
、
Ａ
Ｔ
・
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
対
応
さ
せ
て
、
読
者
に
国
際
的

視
野
に
立
つ
話
型
へ
の
理
解
を
与
え
て
く
れ
る
。

、
、

本
書
の
も
う
一
つ
の
性
格
は
「
日
本
昔
話
事
典
」
と
し
て
、
昔
話
を
民
間

伝
承
の
一
領
域
と
す
る
日
本
民
俗
学
の
視
点
を
守
っ
て
、
民
族
学
と
の
ド
ッ

キ
ン
グ
を
志
向
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
昔
話
は
語
り
手

の
個
人
的
資
質
に
依
る
要
素
が
非
常
に
強
い
一
方
で
、
語
り
手
に
働
き
か
け
、

同
化
す
ら
求
め
る
地
域
の
、
自
然
と
生
活
も
、
昔
話
を
内
部
か
ら
支
え
る
要

グ
ー
の
利
用
が
必
須
と
な
り
、
た
め
に
彪
大
な
昔
話
資
料
が
蓄
積
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
っ
て
、
昔
話
研
究
が
一
段
と
進
捗
し
た
今
日
に
あ
っ
て
、
日
本
の
昔

話
研
究
も
外
国
の
昔
話
理
論
を
無
視
し
て
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
編
集
者
た

ち
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
も
の
と
見
え
る
。

グ
リ
ム
兄
弟
、
ア
ー
ル
ネ
な
ど
外
国
の
昔
話
研
究
者
七
○
名
の
学
説
を
中
心

と
し
た
紹
介
、
六
七
点
の
文
献
記
録
・
定
期
刊
行
物
の
紹
介
、
三
一
話
の
国

際
分
布
の
主
要
話
型
の
解
説
な
ど
が
豊
富
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

外
国
の
研
究
者
七
○
名
に
対
し
て
、
日
本
の
研
究
者
と
し
て
項
目
に
採
用

さ
れ
て
い
る
の
が
、
柳
田
国
男
、
折
口
信
夫
な
ど
八
名
で
、
一
見
、
バ
ラ
ン

ス
を
失
し
て
い

昔
話
研
究
の
国
際
性
は
そ
の
理
論
導
入
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
同
一
も
し
く

る
感
を
与
え
か
ね
な
い
が
、
昔
話
の
採
集
に
テ
ー
プ
レ
『
一
Ｉ

七
○

素
で
あ
る
。
語
り
手
を
取
り
巻
く
、
自
然
に
対
す
る
常
民
の
感
動
、
驚
異
、

恐
怖
な
ど
の
種
有
の
自
然
感
情
、
語
り
手
の
所
属
す
る
ム
ラ
共
同
体
、
イ
エ

共
同
体
の
生
活
に
対
す
る
常
民
の
思
慕
、
調
和
、
強
制
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
感
情
は
、
語
り
手
と
一
体
と
な
っ
て
、
昔
話
の
内
的
要
素
を
樅
成
し
て

い
る
。
日
本
の
昔
話
研
究
に
国
際
性
を
求
め
る
こ
と
は
、
昔
話
研
究
界
と
し

て
、
目
下
の
急
務
で
は
あ
る
が
、
た
め
に
、
昔
話
の
地
域
性
を
捨
象
し
、
国

籍
不
明
の
資
料
と
し
て
扱
う
の
で
は
、
生
き
て
い
る
昔
話
を
殺
す
こ
と
に
な

る
。
本
書
の
総
論
の
項
目
に
「
村
」
・
「
家
」
・
「
産
育
」
・
「
婚
姻
」
・
「
葬
送
」

な
ど
、
日
本
民
俗
学
の
テ
ク
’
一
カ
ル
タ
ー
ム
を
採
用
し
て
い
る
意
味
は
重
い
。

伝
承
・
伝
播
の
項
旧
に
伝
承
の
機
会
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
「
大
歳
」

。
「
正
月
」
・
「
七
草
」
な
ど
の
年
中
行
事
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
や
、
要
素

の
項
目
で
「
猿
」
・
「
鷲
」
・
「
松
」
・
「
稲
」
な
ど
の
執
筆
態
度
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
動
植
物
に
対
す
る
日
木
人
の
心
意
が
必
ず
触
れ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、

本
書
を
日
本
民
俗
学
の
一
領
域
の
事
典
と
し
て
編
集
し
よ
う
と
す
る
意
図
が

窺
え
よ
う
。

本
書
の
基
本
的
特
徴
を
も
う
一
つ
だ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
本
書

が
口
承
文
芸
と
し
て
の
昔
話
事
典
で
あ
り
な
が
ら
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る

二
四
点
に
及
ぶ
文
献
資
料
の
項
目
を
採
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
加
え
て
、

外
国
の
文
献
資
料
五
九
項
目
が
あ
る
）
。
口
承
文
芸
研
究
に
と
っ
て
、
文
献

は
あ
く
ま
で
も
第
二
次
資
料
的
存
在
で
あ
る
が
、
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
、

口
承
文
芸
と
言
え
ど
も
文
献
の
刺
激
を
受
け
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
日
本
文

芸
史
は
口
承
文
芸
と
記
載
文
芸
と
の
交
渉
史
で
あ
る
と
い
う
提
言
が
許
さ
れ

る
程
に
、
両
者
の
関
係
に
は
密
接
な
る
も
の
が
あ
る
。
国
際
的
視
野
で
も
イ

｜口



ン
ド
、
中
国
、
朝
鮮
な
ど
と
の
関
連
を
考
え
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
国
の
文
献

を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
献
の
意
義
が
把
握
さ
れ
て

い
る
点
は
、
本
書
の
国
文
学
的
視
野
と
も
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
本
書
の
国
際
的
視
野
、
日
本
民
俗
学
的
視
野
、
更
に
は
文

献
資
料
の
尊
重
と
い
う
幅
広
い
性
格
が
、
本
書
を
日
本
で
初
め
て
の
試
み
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
質
量
と
も
に
充
実
し
た
、
立
体
感
の
あ
る
事
典
を

誕
生
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
た
豊
か
な
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
は
専
門
を
異
に
す
る
五
人
の
編
集

者
た
ち
の
出
会
い
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
文
学
、
民
俗
学
の
研

究
者
で
あ
る
福
田
晃
、
大
島
建
彦
氏
、
国
文
学
、
昔
話
の
研
究
者
で
あ
る
稲

田
浩
二
氏
、
外
国
文
学
の
研
究
者
で
あ
る
川
端
豊
彦
、
三
原
幸
久
氏
の
多
彩

な
五
氏
の
出
会
い
は
既
に
三
弥
井
書
店
刊
の
「
昔
話
研
究
資
料
叢
書
」
、
「
世

界
民
間
文
芸
叢
書
」
の
細
集
委
員
と
し
て
異
っ
た
立
場
か
ら
、
恐
ら
く
は
議

論
を
十
二
分
に
重
ね
て
一
つ
の
目
的
に
編
集
さ
れ
た
実
績
が
、
本
書
誕
生
の

以
前
史
と
し
て
存
在
す
る
（
思
え
ば
昔
話
集
に
話
型
対
照
表
を
付
し
、
Ａ
Ｔ

を
用
い
る
慣
習
も
右
資
料
叢
書
が
先
鞭
を
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
）
。
五
人

の
永
年
に
わ
た
る
昔
話
研
究
に
対
す
る
信
念
と
情
熱
が
見
事
に
本
書
に
開
花

し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
日
本
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
た
め
の
試
行
錯
誤
や
、
余
り
に

も
多
数
の
執
筆
者
を
擁
し
た
た
め
の
不
統
一
が
、
本
書
に
見
出
さ
れ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。

日
本
民
俗
学
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
の
い
く
つ
か
を
拾
い
読
み
し
て
も
、

昔
話
に
直
接
触
れ
る
こ
と
な
く
、
民
俗
事
典
的
に
記
述
さ
れ
た
も
の
と
、
昔

耆
評

目固

話
と
の
関
連
を
記
述
の
中
心
に
据
え
た
も
の
と
が
あ
っ
て
、
不
統
一
で
あ
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
伝
承
・
伝
播
の
一
○
三
項
目
の
中
に
は
伝
播
者
、
伝
承

の
機
会
な
ど
の
項
目
に
混
じ
っ
て
「
水
神
」
・
「
箒
神
」
。
「
山
姥
」
・
「
鬼
」
・

「
幽
霊
」
な
ど
民
間
信
仰
的
項
目
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
伝
承
・
伝
播
の
分
類

項
目
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
し
か
、
も
一
つ
一
つ
の

項
目
を
引
い
て
み
て
も
、
伝
承
・
伝
播
に
即
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
、

む
し
ろ
昔
話
の
要
素
と
し
て
の
解
説
に
近
い
も
の
が
多
い
。

モ
チ
ー
フ
が
四
三
項
目
し
か
検
索
さ
れ
て
い
な
い
点
も
不
満
で
あ
る
。
ま

さ
か
、
日
本
の
昔
話
を
構
成
す
る
モ
チ
ー
フ
が
、
こ
れ
で
す
寺
へ
て
と
主
張
し

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
総
論
の
「
モ
チ
ー
フ
」
の
項
目
は
国
際
的
モ
チ

ー
フ
の
解
説
に
終
始
す
る
感
が
あ
る
。
せ
め
て
「
昔
話
研
究
史
」
の
項
目
で

配
慮
さ
れ
た
よ
う
に
、
外
国
、
日
本
の
二
本
立
て
に
し
て
、
本
書
の
モ
チ
ー

フ
検
索
の
理
論
を
展
開
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
。
総
論
で
昔
話
を
構
成
す

る
要
素
と
し
て
、
「
モ
チ
ー
フ
」
、
「
シ
ー
ク
」
、
「
要
素
」
を
認
め
な
が
ら
、

「
シ
ｒ
ク
」
の
実
際
を
提
示
し
て
解
説
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
既
に

臼
田
甚
五
郎
氏
が
一
，
芸
能
」
（
五
二
年
三
月
号
）
の
書
評
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
モ
チ
ー
フ
」
・
「
シ
ー
ク
」
・
「
要
素
Ｉ
｜
に
対
す
る
編
集
、

執
筆
の
姿
勢
の
揺
れ
は
、
そ
れ
ら
の
概
念
規
定
に
研
究
者
間
に
揺
れ
が
あ
る

と
同
時
に
、
昔
話
の
構
造
へ
の
理
解
と
解
明
が
日
本
で
は
十
分
に
行
わ
れ
て

い
な
い
研
究
状
況
の
反
映
で
、
編
集
者
に
要
求
す
る
の
は
、
な
い
も
の
ね
だ

り
に
類
す
る
こ
と
は
承
知
の
上
だ
が
、
や
は
り
不
満
が
残
る
。

以
上
、
あ
え
て
暇
理
を
求
め
る
言
辞
を
弄
し
た
が
、
私
の
あ
げ
つ
ら
い
は

七
一

争
茸

１
１
‐
一
事
、

一

ﾄ



本
書
の
存
在
意
義
を
い
さ
さ
か
も
損
う
も
の
で
は
な
い
。
付
録
の
、
本
書
の

項
目
に
採
用
し
た
話
型
を
中
心
に
、
『
名
彙
』
、
「
集
成
」
、
韓
国
、
中
国
、
Ａ

Ｔ
を
対
照
さ
せ
た
「
話
型
対
照
表
」
、
明
治
以
降
昭
和
五
二
年
六
月
ま
で
に

刊
行
さ
れ
た
資
料
文
献
を
集
め
た
「
日
本
昔
話
資
料
集
目
録
」
、
外
国
の
タ

イ
プ
・
モ
チ
ー
フ
索
引
、
主
要
昔
話
集
を
網
羅
し
た
「
外
国
昔
話
資
料
目
録
」
、

。
■
■
国
雨
辿
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｊ

１
１
１

七
二

我
が
国
の
一
三
二
に
及
ぶ
研
究
組
織
を
ま
と
め
た
「
昔
話
研
究
組
織
一
覧
」
、

四
三
名
の
伝
承
者
を
紹
介
し
た
「
百
話
ク
ラ
ス
の
語
り
手
」
は
い
ず
れ
も
口

承
文
芸
の
研
究
者
に
有
益
で
あ
り
、
研
究
の
促
進
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

（
い
わ
せ
、
。
ひ
ろ
し
大
谷
女
子
大
学
助
教
授
）

？


